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ナスは、高温性で栽培期間が長く連続して長期間収穫できる作物です。「ナスにあだ花無し」と言
われるほど、ほとんどの花に果実がなります。長期間収穫するための栽培管理のポイントについて解
説します。
■ナスの生育特性と木の仕立て方

ナス科の植物は、葉の基部の各節から芽が伸び、特に花直下の節の芽の伸長が良いです。これを利
用して、ナスでは、苗の定植後の第１花下から出る芽とその下の芽を伸ばし３本仕立てが基本的な仕
立て方となります（図１参照）。ナスの枝は下垂しやすいため各枝は支柱による支えが必要です。

花は各節から発生する側枝に着生しますが、放任すると枝は下垂し、草勢が弱り果実の肥大が悪く、
枝が込み合い果実の色が薄くなります。側枝の整枝を行い、側枝を常に主枝に近づける必要がありま
す（図２参照）。また、果実に光を当てるため、側枝の葉が充実してくると主枝の葉を適宜除けてい
きます。
①側枝は花が咲くと、花から先の葉を1枚残して先端を摘み取ります。
②側枝の果実を収穫するときに側枝基部の葉1枚まで返って枝を切り戻します。
③再び側枝が伸びてくるので、①から繰り返します。

■肥培管理

ナスは肥料切れと土の乾燥により収量が低下します。長期間収穫をするためには追肥と水やりが重
要です。追肥の目安は、開花から先端に展開葉が３枚以下となった時期で、10㎡あたり化成肥料200
ｇを施用します。また、８月中旬までを限度に、枝が込み合ったり草勢が弱った木を主枝の元まで切
り返し、肥料をやり、芽をふかしなおして勢いをとります。１ヶ月程度、収穫できませんが、９月以
降に秋ナスが多く収穫できます。
■病害虫防除

夏秋栽培では、６月頃からニジュウヤホシテントウ（俗称ガラ）の成虫、幼虫により葉を食害され
ます。発生初期にディプテレックス乳剤1000倍が有効です。梅雨明け以降にハダニ、ナスのへた下か
ら長い傷となるミナミキイロアザミウマの被害、芽先の引きつり、へた、果実先端が白くなるチャノ
ホコリダニの被害にはコテツフロアブル2000倍が有効です。アブラムシ類はアドマイヤー水和剤、モ
スピラン水溶剤各2000倍が有効です。
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